
国－２
データを活用した効率的かつ効果的な

インフラ維持管理・更新の実現
（施策①～③：道路関係）

令和４年３月
国土交通省

官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）

「革新的建設・インフラ維持管理技術／革新的防災・減災
技術領域」

令和３年度成果
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資料1 「データを活用した効率的かつ効果的なインフラ維持管理・更新の実現」の概要
元施策・有/PRISM事業・新規/継続予定
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資料２ データを活用した効率的かつ効果的なインフラ維持管理・更新の実現の概要 （PRISM①）

【PRISM】
・道路構造物の点検・診断データをデータベース化し、
一元的に処理・解析が可能な環境を構築
・国土交通データプラットフォームとAPIで連携し、
データベースを公開
・全国の道路施設点検データを蓄積可能なデータベース
を整備
・道路のみならず、他分野への展開の実施

【開発のイメージ】

アドオン（国土交通省）：122,302千円
元施策名：（元施策名）2,999千円

・各インフラ管理者において計測データや点検データ、
補修に関するデータなどインフラに関する多種多様
かつ膨大なデータが蓄積されている。

・各施設管理者が適切なメンテナンスのためにこれら
のデータを利活用するため、自治体間でデータを共
有するための手法について検討。

3

赤字：PRISM（R３年度実施） 黒字：元施策

データ連携

〇 点検データの施設管理者へのフィードバック・活用
〇 大学等研究機関による研究利用の促進
〇 民間コンサル等の研究・技術開発促進

【元施策への波及】
・自治体が他地域の維持管理データ（補修データ等）を参照す
ることで、補修工法の選定を最適化。
・インフラ維持管理データと交通量、気象など地域属性データ
の突合により、老朽化分析、アセットマネジメントを高度化。

社会資本情報
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ等

PRISM①：全国維持管理データベースの整備・活用



PRISM②：鋼床版の疲労き裂検出・対策技術の検証

アドオン（国土交通省）：34,000千円
元施策名：（鋼床版の補修補強技術の開発）維持修繕事業費の内数

【背景・課題】
鋼床版の疲労き裂は、外観から発見することが難しい一方、突如、床版の抜け

落ちや舗装路面の損傷に至るなどのリスクが存在
疲労き裂が初期の段階であれば補修補強効果が高いが、現状のき裂検出技

術では、ビード進展き裂が進展しないと検出することが難しい（事後保全型）

【PRISM】

・ 鋼床版の疲労き裂が顕在化した後の対症療法から、予防保全としての早
期治療へシフトするために、レーザアークハイブリッド溶接をフェーズドアレ
イ超音波法によるき裂の探傷と組み合わせてき裂が内在している段階での
補修の実現を目指す。

き裂対策

■事後保全型の対策

あて板補強

ビード貫通き裂

あて板補強

デッキ
貫通き裂

措置

90°近傍

２次元

き裂検出

■従来の超音法（デッキ貫通型を対象）

点検・診断

■フェーズドアレイ超音法
（デッキ貫通型＋ビード進展型を対象）

35°～85°
３次元

■予防保全型の対策
（レーザーアークハイブリッド溶接技術）

【元施策への波及】

【PRISMによる成果】

き裂検出技術の性能評価手法の開発や補修対
策技術標準仕様等を整備することにより、民間の
鋼床版疲労き裂検出や対策技術の開発を促進
（高速道路や自治体への展開）

き裂初期段階で予防保全型の対策が進めば、対
策費用が低減し、維持管理費の低減に資する見
込み

１．フェーズドアレイ超音波法によるき裂検出技術の確立

２．き裂状況に応じた補修工法の提示

①き裂検出技術の性能評価マニュアルの作成
→ 標準的な性能評価試験方法（模型、現場）の提案

②フェーズドアレイ調査法の調査マニュアルの作成
→ ①の成果を活用し技術の性能を評価するとともに、過年度の検証

結果から得られた調査にあたっての留意点等を反映

①疲労き裂対策技術（き裂初期段階）の開発
→ 疲労強度を向上させ、交通規制の影響が低減できる、レーザー溶接

技術を対象として要素試験を実施
②補修工法マニュアルの作成
→ 模型、実橋を通じて、適用条件等を整理

• 元施策では、事後保全型を前提とした維持管理に必要な技術開発を実施
（モニタリング技術など）

• PRISM予算で予防保全型の対策に必要な点検・診断、補修技術の開発を実
施。

→鋼床版のき裂発生状況に応じた補修技術の使い分けが可能となる。

管理者 橋梁数（橋） 総延長（km）

国 2,514 180

高速 293 122

都道府県 5,905 603

市町村 11,486 301

計 20,198 1,206

鋼床版（床版材料が鋼）を有する道路橋

※ 道路統計年報の調査データより（H30.4）
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資料２ データを活用した効率的かつ効果的なインフラ維持管理・更新の実現の概要 （PRISM②）



資料２ データを活用した効率的かつ効果的なインフラ維持管理・更新の実現の概要 （PRISM③）

【PRISM】
 電磁波レーダを用いた舗装下の滞水検知を可能とする点検技術と、滞

水検知を前提とした簡易な措置技術を開発。
 本技術により、予防保全による道路橋の維持管理費用の低減を実現。

【開発のイメージ】

アドオン（土木研究所）：34,850千円
元施策名：（AIを活用した橋梁維持管理の効率化に関する研究）13,087千円
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PRISM③：RC床版の土砂化に対する措置

床版上面の水分量推定結果車載式電磁波レーダ

止水テープによる補修 シール材による補修 充填材による補修

 橋の点検情報等を入力することで、その橋の診断結果及び措置方針を
出力する道路橋診断支援システムを開発中。

 PRISMにより開発した点検技術等の情報をシステムに組み込むことで、
より信頼性の高い診断結果及び措置方針を出力可能とし、現場の維持
管理業務の省力化を促進。

システム使用状況 システム画面例

 電磁波レーダによる舗装下の滞水検知の適用性
を確認。

 電磁波レーダとAIによる機械学習を用いた舗装
下の水分検知手法を開発。

 滞水検知を前提とした簡易な措置技術について、
模型供試体を用いて効果を検証。

 電磁波レーダにより取得したデータを更に収
集・分析することで、予防保全が可能な滞水検
知精度まで向上を図る。

 電磁波レーダの機器・調査コストの縮減など、
財政面で課題のある地方公共団体でも活用可能
となる方法を検討する。

 措置技術については、実橋梁を用いて効果を検
証した上で、現場で活用。

 全国の道路管理者がRC床版を有する道路橋の点
検・診断・措置に活用。

 予防保全による道路橋の維持管理費用の低減を
実現。



事業名等（※個別に目標を設定している場合） 当年度目標 目標の達成状況

PRISM①
全国維持管理データベースの整備・活用

・道路構造物の点検・診断データをデータベース
化し、一元的に処理・解析が可能な環境を構築
・国土交通データプラットフォームとAPIでデー
タ連携し、データベースを民間にも公開

⇒道路構造物の点検・診断データをデータベース
化し、一元的に処理・解析が可能な環境を構築中
⇒国土交通データプラットフォームとAPIでデー
タ連携し、データベースを民間にも公開予定

PRISM②
鋼床版の疲労亀裂検出・対策技術の検証

・効果的な対策技術の検討（実橋での適用に向け
た検証）

・亀裂初期段階で効果的な対策技術として、レー
ザーアークハイブリッド溶接技術を用いた
要素実験による性能検証を令和2年度に実
施した。令和3年度は実橋への適用に向け
た実物大模型を用いた検証等を実施。

⇒実物大模型試験を用いた検証等を実施。

PRISM③
RC床版の土砂化に対する措置

・水分検知システムの精度向上

・電磁波ﾚｰﾀﾞ調査に関する手引き（案）の作成

・防水補修工法の効果検証（遮水性を有する舗装、
床版上面の排水方法、施工目地止水対策）

⇒教師データを追加学習させることで、滞水検知
システムの精度を向上。
⇒今までの研究成果より適用範囲や調査する際の
留意点、システムの使用方法、出力結果の解釈方
法、調査事例を整理し、手引き（案）を作成。
⇒止水効果検証実験に用いる水が浸入しやすい舗
装の施工打継目部及び地覆端部を模擬した試験供
試体を作製し、止水効果を検証。
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資料３ 「データを活用した効率的かつ効果的なインフラ維持管理・更新の実現」の目標達成状況

〇維持管理における施設管理者の負担を軽減するため、点検・診断・措置分野への先端技術の更なる活用を促す技術開発を行うとともに、技
術の活用手法等を示すマニュアルを整備する。本施策を通じた革新的技術の社会実装を通じて、各施設管理者における着実かつ効率的なイン
フラ維持管理を実現することを最終目標とする。
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資料４ 「データを活用した効率的かつ効果的な維持管理・更新の実現」の成果

〇（PRISM①：全国維持管理データベースの整備・活用）
・道路構造物の点検・診断データをデータベース化し、一元的に処理・解析が可能な環境を構築
・国土交通データプラットフォームとAPIでデータ連携し、データベースを民間にも公開

〇研究機関・民間企業
等による技術開発促進
〇データベースを活用した
道路維持管理の効率
化・高度化

赤字：PRISM（R３年度実施） 黒字：元施策

PR
ISM
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〇PRISM③：RC床版の土砂化に対する措置
・追加学習による滞水検知システムの精度を向上するとともに、調

査のための手引き（案）を作成。
・止水効果検証実験に用いる水が浸入しやすい舗装の施工打継目部

及び地覆端部を模擬した試験供試体を作製し、止水効果を検証。

地覆端部を模擬した供試体 シール材を活用した補修工法 充填材を活用した補修工法

滞水検知システムによる床版上面の水分量推定結果

〇PRISM②：鋼床版の疲労亀裂検出・対策技術の検証
・鋼床版の疲労亀裂への措置にフェーズドアレイ超音波法によるき裂検出
技術（～R2年度）とレーザアークハイブリッド溶接（R2年度～）を組み合
わせた予防保全型の補修を導入する。

・導入に向け、実橋への適用に向けた実物大模型を用いた検証等を実施。
今後、実用化に向けて実橋における施工試験を行い、整備マニュアルの
作成検討

アスファルト舗装

デッキプレート

Uリブ 照射位置①
照射位置②

照射位置③

早期発見

早期措置

ﾚｰｻﾞｰｱｰｸ
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ溶接

Before After
亀裂の検出：深さ約10mm → 深さ約3mm
工事コスト：数千万円～数億円 → 数百万円

現状



当年度当初見込み 当年度実績

１．共同研究に関する民間の貢献 ２１０百万円 １．共同研究に関する民間の貢献 ２１０百万円

２．現場検証に関する民間の貢献 １0百万円 ２．現場実証に関する民間の貢献 10百万円

資料５ 「データを活用した効率的かつ効果的な維持管理・更新の実現」の民間からの貢献及び出口の実績

〇民間からの貢献額：４年で８億円相当
１．共同研究に関する民間の貢献 800百万円相当（H30：160百万円相当 R1：220百万円相当 R2：210百万円相当 R3：210百万円相当）
→インフラ維持管理におけるAI等の新技術を開発する環境を整備することで、民間による技術の研究開発を促す

２．現場検証に関する民間の貢献 30百万円相当 （H30：10百万円相当 R1：10百万円相当 R2：10百万円相当 R3：10百万円相当）
→開発された技術の現場検証を行うことで、民間による検証への協力を受ける

当年度当初見込み 当年度実績

PRISM①：道路構造物の点検・診断データをデータベース化し、一元的に処理・解
析が可能な環境を構築。国土交通データプラットフォームとAPIでデータ
連携することで、データベースを民間にも公開

PRISM②：効果的な対策技術の検討（実橋での適用に向けた検証）

PRISM③：民間の点検・診断・措置技術開発を促進するため、床版劣化に関する各
種調査等の実証を行う。

PRISM①：道路構造物の点検・診断データをデータベース化し、一元的に処理・解
析が可能な環境を構築し、国土交通データプラットフォームとAPIでデー
タ連携することで、データベースを民間にも公開

PRISM②：き裂初期段階で効果的な対策技術として、実橋への適用に向けてレー
ザーアークハイブリッド溶接技術を用いた実物大模型での検証等を実施。

PRISM③：追加学習による滞水検知システムの精度を向上するとともに、調査のた
めの手引き（案）を作成。止水対策などの措置技術の効果検証を実施。

〇出口戦略：維持管理における施設管理者の負担を軽減するため、点検・診断・措置分野への先端技術の更なる活用を促す技術開発を行うと
ともに、技術の活用手法等を示すマニュアルを整備する。本施策による革新的技術の社会実装を通じて、各施設管理者の着実かつ効率的なイ
ンフラ維持管理の実現を最終目標とする。
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